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論 文 内 容 の 要 旨 
 本稿の目的は、自己資本比率規制に関して、アメリカが果たした役割を中心に考察した従来の研究とは異な
り、なぜイギリスで自己資本比率基準が導入されたのか、また、それがなぜリスク・ウェイト方式だったのか、
といった疑問を起点として、現代の銀行業に自己資本比率規制が課されることの意義を改めて検証することで
ある。 
 第１章では、銀行業の発展にともない銀行の自己資本の役割が変化していく中で、自己資本充実が必要とさ
れた歴史的な意義を検証する。銀行の自己資本は、初期の個人銀行における貸出の原資から、有限責任制の株
式会社銀行における預金債務に対する担保力へと、その役割が変化したが、中央銀行が最後の貸し手として機
能するようになると、重要な役割を果たさなくなった。そうした一連の流れは、銀行システムが経済成長に伴
う貨幣流通量の増大に応えてきたことの表れである。つまり、自己資本比率規制のようなかたちで、自己資本
充実を銀行に要求することは、そうした低下の流れを反転させようとしたことを意味する。 
 第２章では、金融自由化後の環境下において、リスク・ウェイト方式の自己資本比率基準が導入された意義
を明らかにしている。リスク・ウェイトは、一定の自己資本の下で、金融自由化後のインフレ要因に対応する
ために課されていた。つまり、リスク・ウェイト方式の自己資本比率基準は、信用秩序の維持や預金者保護の
ためだけでなく、それを達成することによって中央銀行の最終目標である物価の安定に資するものとして捉え
られる。 
 第３章では、さらなる銀行業の変化の中で、リスク・ウェイト方式の自己資本比率基準が変化し、バーゼル
Ⅱへといたった過程を考察している。第２章で確認したイギリスの80年基準は先進的な内容となっており、国
際合意への道を拓いた米英合意に大きな影響を与え、バーゼルⅠのみならず、その後の市場リスク規制および
バーゼルⅡへの変化を、連続性のあるものとして捉えることをも可能としている。 
 第４章では、自己資本比率規制の導入にともない、本来の自己資本でないものが広義の自己資本とされるよ
うになったことについて、貸倒引当金を例に取り上げている。自己資本比率規制における一般貸倒引当金の取
扱いは、財務会計と整合していないため、情報公開の手続面、債権評価および費用計上の意義などの面で問題
を引き起こしているといえる。 
 第５章では、銀行業、銀行の自己資本、および銀行に対する規制監督モデルとの関係から、自己資本比率規
制の類型化を試みている。自己資本比率規制の導入および変化を受けて、銀行の自己資本の意義は、有限責任
制の株式会社銀行における預金債務に対する担保力から、不特定の損失の吸収、さらには残余リスクの吸収へ
と変化した。また、自己資本比率規制が課されたことにより、銀行は、オフバランス業務へ進出し、資産の証
券化に取り組み、ひいてはより全般的なリスク管理技術の向上にも取り組んだ。さらには、銀行に対する規制
監督モデルも、銀行の内部モデルに基づく自主規制的な規制と、内部モデルに対する監督という組み合わせへ
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と変化した。こうした銀行の自己資本の変化、銀行業の発展および規制監督モデルの変化を踏まえて、現代の
自己資本比率規制であるバーゼルⅡは、高度なリスク管理技術を前提に、銀行の内部モデルに基づくリスク計
測を採用し、残余リスクを自己資本で吸収するものとなった。こうした銀行の内部モデルに基づき計測された
残余リスクと、自己資本とを対応させる現代の自己資本比率規制は、銀行の内部モデルの採用というかたちで
銀行の自主性を尊重し、いわば性善説に立った規制といえる。このように内部モデルを採用するという形で、
自己資本比率規制の考え方は、自己資本に対する充実の要求から効率的な活用へという変化しており、そのこ
とが持つ意味について、今後さらなる議論が必要とされるであろう。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、銀行業における自己資本の役割についてイギリスを中心として考察するとともに、バーゼル銀行
監督委員会によって合意された国際的な自己資本比率規制（BIS規制）について、その規制の構造と現代の銀行
業に対する意義を論じている。 
 序章では、本論文の課題と意義、構成と内容が述べられている。 
 第１章では、銀行業の発展に伴い銀行の自己資本の役割が変化し、自己資本比率が低下して行くことが示さ
れている。とりわけ中央銀行による最後の貸し手機能は、預金の支払いを実質的に中央銀行が肩代わりするこ
とになり、銀行の自己資本は重要な役割を果たさなくなったことが指摘されている。 
 第２章では、金融自由化後の環境下において、リスク・ウェイト方式の自己資本比率基準が、1980年にイギ
リスで導入された意義が明らかにされている。リスク・ウェイト方式の自己資本比率基準は、信用秩序の維持
や預金者保護のためだけでなく、それを達成することによって中央銀行の最終目標である物価の安定に資する
ものとして捉えられる。 
 第３章では、1989年にイギリスで適用されたバーゼルⅠの適用細則が考察され、イギリスの自己資本比率規
制の特徴が明らかにされている。その特徴は、市場リスクに対する規制を重視していることである。 
 第４章では、自己資本比率規制の導入に伴い、本来の自己資本でないものが広義の自己資本として取り扱わ
れことになった貸倒引当金について、その問題点が論じられている。 
 第５章では、現代の銀行業に自己資本比率規制が課されていることの意義が論じられ、バーゼルⅡにおいて
は銀行の自己資本の意義は、不特定の損失の吸収、さらには残余リスクの吸収へと変化したことが示されてい
る。また、銀行のリスク管理技術の高度化に基づいて、信用リスクの計測に銀行の内部モデルを認めるなど、
銀行の自主性に依存した規制監督モデルへの変化が指摘されている。 
 終章では、本論文の結論として、以下の点が述べられている。まず、銀行の内部モデルに基づき計測された
残余リスクと、自己資本とを対応させる現代の自己資本比率規制（バーゼルⅡ）は、銀行の内部モデルの採用
というかたちで銀行の自主性を尊重し、いわば性善説に立った規制であるとされる。次に、こうした自己資本
比率規制の考え方は、自己資本の充実という自己資本比率規制の要求から効率的な活用へと変化したことを意
味するとされる。 
 本論文の評価できる点として次の３点をあげることができる。 
 第１に、銀行業において自己資本が果たす役割や意義について、歴史的な観点から考察を行い、銀行業の発
展段階（個人銀行、株式銀行、中央銀行の成立）に応じて自己資本の役割や意義が変化してきたことを明らか
にしたことである。 
 第２に、バーゼルⅡの自己資本比率規制は、銀行の内部モデルに基づき計測された残余リスクと自己資本と
を対応させることにより、自己資本に非期待損失のリスクを吸収する役割を与えていることを明らかにしたこ
とである。 
 第３に、バーゼルⅠの自己資本比率規制が、自己資本比率の歴史的な低下傾向に歯止めをかけ、自己資本の
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充実を促進する規制であったのに対し、バーゼルⅡでは銀行の自主的なリスク管理技法が認められた点に注目
し、自己資本の規制方針の部分的な変化と自主的な規制という監督モデルへの変化を指摘したことである。 
 上記の３点に関連して、本論文における研究の独自性は、銀行の自己資本が果たしてきた役割と意義を、銀
行業の歴史的発展段階に即して位置付けるとともに、現代の銀行業における自己資本の役割と自己資本比率規
制の意義を歴史的な視点から明らかにしたことである。このように本論文は、これまでの銀行研究の領域で不
十分であった自己資本に関する研究の進展に寄与するものであり、大いに評価できる研究と考えられる。 
 以上により、審査委員会は全員一致で、本論文が博士（商学）の学位を授与するに値するものと認める。 
